































に開館した。2007 年から 2008 年まで休館し改修⼯事を⾏い同年に再開館した。2018 年には「宮城県⽴美術館
リニューアル基本⽅針」が策定公表され、⼤規模改修の上で 2024 年度には再開館との予定であった。 































戦後 1960 年代から 1970 年代にかけて仙台市では⺠間の⼒を借りつつ美術に関わる機運が⾼まっていった。
その際に博覧会が始まりであることは宮城県においても同様で、河北新報社創刊 70 周年記念として 1967 年に
開催された東北⼤博覧会の収益⾦の⼀部を美術館建設資⾦としたのを基に、宮城県と仙台市により財団法⼈仙台
美術館が設⽴され 1969 年に齋藤報恩会館(仙台市本町)内に開館し、1973 年には河北ビル(仙台市⼀番町)内に移
転した。別途、1971 年には東北電⼒ビル 1 階の東北電⼒グリーンプラザにギャラリーが設けられ様々な展⽰が
⾏われた。さらに 1975 年には、新築の読売仙台ビル(仙台市⻘葉通)の⼀部が 20 年間無償提供される契約により
同ビル内に仙台市による財団法⼈市⺠ギャラリーによって仙台市⺠ギャラリーが開館した。 
このような動きを背景に県⽴美術館建設の要望が⾼まり、宮城県美術館は以下のような経緯で設⽴された4。
1972 年 2 ⽉に宮城県芸術協会(1964 年設⽴)は 2 万 7,402 ⼈の署名を集め県⽴美術館建設促進要望書を⼭本壮⼀
郎県知事に提出し、翌 1973 年以降には慈善バザールの収益⾦を美術館建設基⾦として寄付した。1973 年には県
が「県⽴美術館建設準備委員会」を設置し、宮城県芸術協会からは 7 ⼈が参加した。1977 年に県は美術館建設






























なお、1950 年に前川國男建築事務所に⼊り 1964 年に退所した⻤頭梓は、1968 年の東京経済⼤学図書館の設
計以降多くの公共・⼤学の図書館の建築を⼿がけるが、1972 年には東北⼤学川内キャンパスの附属図書館(国⽴
⼤学における初の⺠間設計委託、2002 年度⽇本建築家協会 25 年賞受賞)7を完成させる。つまり川内地区には前
川國男の弟⼦の⻤頭梓の東北⼤学図書館(1972 年)、前川國男の宮城県美術館(1981 年)、前川國男は 1986 年に亡
くなるがその弟⼦の⼤宇根弘司の佐藤忠良記念館(1990 年)が並⽴しておりその意義は⼤きい。 
宮城県美術館は交通アクセスも良好で、2015 年 12 ⽉に開通した仙台市営地下鉄東⻄線で仙台駅から 5 分の
国際センター駅と同 7 分の川内駅の間に⽴地し、仙台市内循環観光バス「るーぷる仙台」の路線上にも位置する。
なお宮城県 HP 上で公開されている最新の美術館費(予算)は 2016 年度の 4 億 1415 万 1 千円である8。展⽰観覧







宮城県美術館は開館 25 周年を機に 2007 年 11 ⽉から 2008 年 10 ⽉まで休館し改修⼯事を⾏い、2020 年 10
⽉ 7 ⽇に再開館した。 
さらに 2015 年度から⼤規模改修が検討され始めた。宮城県教育委員会の検討会議が、2016 年 12 ⽉に「宮城
県美術館リニューアル基本構想(中間案)」を公表し、2018 年 3 ⽉には「宮城県⽴美術館リニューアル基本⽅針」
10を策定公表した。それによれば、2019 年度には基本設計・実施計画を始め、2024 年度にはリニューアルオー
プンというスケジュールであった。施設改修の基本⽅針として、豊かな⾃然環境の保全、既存建物の尊重などが












⼤課題であった。2016 年に県が定めた公共施設、総合管理⽅針では、今後 40 年間にかかる公共施設更新費を約
1 兆 2400 億円と試算した。県有施設の集約構想も総合管理⽅針に基づく県有施設再編の検討作業の中で浮上し
た。 










そして突如その 2019 年 11 ⽉ 18 ⽇の「県有施設再編等の在り⽅検討懇話会」第 4 回⽬会合で宮城県は新た
に、県⺠会館、宮城県美術館、みやぎ NPO プラザを仙台医療センター跡地へと集約・複合化する施設配置 3 案
を⽰した。宮城県美術館の移転案が公表されたのはこの時が初めてである。 




































































































































図版 4 同・参考資料①「集約・複合化施設位置図」 
 


























































































































































て意⾒交換することで⼀致した。(『河北新報』2019 年 11 ⽉ 26 ⽇)(『河北新報』2019 年 12 ⽉ 11 ⽇) 
 




えない。関係者の意⾒を聴き、慎重に考えたい」と述べた。(『河北新報』2019 年 11 ⽉ 26 ⽇) 
 
郡市⻑は、11 ⽉ 26 ⽇の定例記者会⾒で、県⺠会館と宮城県美術館を移転・集約する県⽅針に関して、「にぎ
わいを形成する地域と歴史的、⽂化的な区域から⽂化施設がなくなる。仙台のまちづくりにすごく影響がある」
と唐突に⽰された県による⽅針に対して動揺と危機感を⽰した。11 ⽉ 22 ⽇の村井県知事との会談で県⽅針の説
明を受けた際に、「移転元も、移転先も⼤変重要な地域。さまざまな配慮をして検討してほしいと要望し、美術館



























⽉ 29 ⽇) 
仙台城の城下町は駅の⻄側にあり、⻑年にわたり仙台市の都⼼まちづくりは⻄を中⼼に展開してきた。市は
2017 年には定禅寺通活性化室を設置し、市役所本庁舎の建て替えを機に、⼀番町・勾当台地域の集客⼒を⾼める

































『河北新報』は LINE を使い県による県美術館移転集約⽅針案に関してアンケートを実施した。12 ⽉ 10 ⽇か
ら 16 ⽇の間に「読者とともに 特別報道室」の LINE で「お友達登録」者に質問を送ったもので、計 143 件の
回答があり、反対 123 件(86.0％)、賛成 14 件(9.8%)、その他 6 件(4.2%)であったことが同紙上で 12 ⽉ 30 ⽇に
発表された。賛否と主な意⾒は以下である。 



























欄に続く24。1 ⽉ 7 ⽇の読者の投稿欄「声の交差点」には、「仙台には歴史的建造物が少ない。東京でさえ近代建
造物を維持している。旧宮城県庁はもうない。歴史的建造物を維持していかなければ、という気概はこの(宮城)
県にはないのだろうか。(宮城県美術館)改修に伴う不⾃由さへの寛容くらいは宮城県⺠は持っているとおもうけ
れど」とある25。1 ⽉ 9 ⽇の読者の投稿欄「声の交差点」には、無職・栗原市・71 歳・⼥性が「築 38 年 ⼿⼊れ
施し活⽤を」と題して、県美術館は⽂教地区にあるが、移転先は東北楽天の本拠地「楽天⽣命パーク宮城」に近
く集客が⾒込まれると県は⾔うが、美術鑑賞とスポーツは結びつきにくい。「たった 38 年でお払い箱とは」驚い







維持すべきだ」と訴えている27。1 ⽉ 23 ⽇の『河北新報』の「持論時論」欄では主婦・仙台市⻘葉区・77 歳・⼥
性が、「なぜ知事や県は建て替えと決めつけるのか、丁寧にメンテナンスして使い価値ある建物と豊かな環境を
後世に残すべきである、定禅寺通りの欅が 1958 年の植樹を経て今堂々としているように 100 年先を考え今から
100 年後に豊かな緑に包まれた美術館が「先⼈の良き遺産」として愛されることを願ってやまない」と堂々と述
べる28。1 ⽉ 25 ⽇の『河北新報』の「持論時論」欄にも仙台市宮城野区・無職・72 歳の現地活⽤を望む意⾒が載
る29。建築史学者の卓⾒に呼応する県⺠・市⺠の声の⽂化的なレベルの⾼さには感服する以外ない。1 ⽉ 28 ⽇の
「声の交差点」には、無職・仙台市太⽩区・75 歳・男性が、県美術館を仙台市で買い取り仙台市美術館とする案
を出した30。1 ⽉ 31 ⽇の「声の交差点」で、パート・仙台市⻘葉区・63 歳・⼥性は、40 回ほど美術館の特別展










2019 年 12 ⽉ 4 ⽇〜6 ⽇の 11 ⽉県議会定例会では⼀般質問が⾏われた。 












能性もあることを⽰した。(『河北新報』2019 年 12 ⽉ 8 ⽇) 
このように県議会の定例会でも移転新築に対する質問が相次いだ。県⺠の代表である県議にも理解、賛同され
ていないことがわかる。12 ⽉ 10 ⽇には本会議が開催された。 
村井県知事は本会議で「県⺠の意⾒を聴くには叩き台が必要」と強調した。しかし「叩き台」の内容以前に、










議論の進め⽅が問題となっている。(『河北新報』2019 年 12 ⽉ 14 ⽇) 
このように県議会でも県による⽅針転換の理由の丁寧な説明を求める批判があがり、県は 12 ⽉下旬に意⾒公
募を始め、年度内に基本⽅針の最終案をまとめる予定であると公表した。 
2019 年 12 ⽉ 12 ⽇の「県有施設再編等の在り⽅検討懇話会」の第 5 回会合において、「県有施設等の再編に
関する基本⽅針(中間案)」34が公表された。 






















12 ⽉ 17 ⽇には有志者団体「まち遺産ネット仙台」の⻄⼤⽴⽬祥⼦代表が、現地改修を訴える陳情書を⽯川光
次郎県議会議⻑に提出した。「現存の建物や環境を評価せず、コストなどで結論を出そうとしていることが残念。
このままでは県政全体の不信感、失望感につながる」との訴えに対して、議⻑は「結論は県⺠の理解を得て出す
べきだ。議会としてもしっかりと議論したい」と応じた。(『河北新報』2019 年 12 ⽉ 18 ⽇) 
確実に活動が始まり広がっていった。 





との意⾒が出た。「アリスの庭クラブ」は今後も⽉ 1 回ほど集いを開く予定であるとした。(『河北新報』2019 年
12 ⽉ 28 ⽇) 





根弘司⽒は事態を憂い 2019 年 12 ⽉に東北⼤学関係者に連絡をした。特に森⼀郎(東北⼤学教授)はそれに応じて
野家啓⼀郎(東北⼤学名誉教授)と共に⾏動を起こし、野家啓⼀郎、森⼀郎、尾崎彰宏(東北⼤学教授)、五⼗嵐太
郎(東北⼤学教授)、花輪公雄(東北⼤学名誉教授)、芳賀満(東北⼤学教授)の 6 名を発起⼈として、総勢 16 名のメ
ンバーから成る上記の「宮城県美術館の移転計画中⽌を要望する有志の会」が発⾜した。 
2020 年 1 ⽉ 7 ⽇に美術家などによる「宮城県美術館に関⼼と期待を寄せる有志グループ」がアンケート結果
を公表した。2019 年 12 ⽉ 9 ⽇から 23 ⽇に、県議、仙台市議、学識経験者ら 445 ⼈にアンケートが配布され 114
⼈が回答し、同時にインターネットでも回答を募り 2127 件が寄せられた。移転反対が 83.9%、賛成が 4.7%であ
った。「⼤切にして欲しいこと」は「現在の美術館の環境や建築の価値」(3151 件)、「美術館の役割や市⺠ニーズ」
(497 件)、「財政の効率的運営」(227 件)、「集客性」(171 件)であった。説明の不⾜や専⾨家不在で議論が進んで
いることへの異議も多かった。(『河北新報』2020 年 1 ⽉ 8 ⽇) 
 
1 ⽉ 17 ⽇に市⺠有志「アリスの庭クラブ」が 2 回⽬の集いを開いた。建築や社会政策の専⾨家が「本当に効
率化が図られるのか」、「県美術館の建物は今後、資産価値が⾼まる。⼈の記憶を次世代につなぐことは経済的価
値に置き換えられない」と意⾒を述べた。なお、クラブは 18，19 ⽇に⻘葉区の藤崎デパートの前で現地保存を
求める署名活動を⾏った。(『河北新報』2020 年 1 ⽉ 18 ⽇) 
 






と話した。(『河北新報』2020 年 1 ⽉ 25 ⽇) 
 
1 ⽉ 25 ⽇に宮城県建築⼠事務所協会と⽇本建築家協会東北⽀部宮城地域会の主催で⽂化芸術とまちづくりを
議論する「仙台ラウンドテーブル」が仙台メデイアテークで開催され、建築家、まちづくり関係者、美術家、政








だ」といった意⾒があった。(『河北新報』2020 年 1 ⽉ 26 ⽇) 
 
5−5)宮城県への仙台市の反撃〜市特別⽤途地区建築条例 






1 ⽉ 10 ⽇の『河北新報』に拠れば、以下である。 
移転集約先に新たに整備される施設の規模に仙台市が注視している。市は 2008 年に市特別⽤途地区建築条例








(『河北新報』2020 年 1 ⽉ 10 ⽇) 




2016 年に県が定めた公共施設、総合管理⽅針では、今後 40 年間にかかる公共施設更新費を約 1 兆 2400 億円
と試算した。宮城県美術館と県⺠会館の集約構想も県有施設再編の検討作業の中で浮上した。 















































る可能性がある。(河北新報』2020 年 1 ⽉ 18 ⽇) 
1 ⽉ 24 ⽇の『河北新報』の「持論時論」欄では、主婦・九州出⾝で東京在住・64 歳・⼥性が、宮城県美術館

















に美術館のような恒久建築物に好適な場所と⾔えるのである。(『河北新報』2020 年 1 ⽉ 28 ⽇) 








地での保存を考えるべきである。(『河北新報』2020 年 8 ⽉ 28 ⽇) 



















北新報』2020 年 11 ⽉ 4 ⽇) 
 
5−8)無意識のバイアス〜⻄⾼東低の仙台市 





















書を 2020 年 9 ⽉ 28 ⽇に提出した。 
仙台市⻘葉区の県美術館と県⺠会館を宮城野区に移転・集約する構想に賛成する宮城野区の住⺠団体である







んな考えがあるのは⾃然。議論が深まるのは⼤事なことだ」と語った。(『河北新報』2020 年 9 ⽉ 29 ⽇) 








2020 年 1 ⽉ 23 ⽇には、東北⼤学⽇本学国際共同⼤学院プログラムの第 3 回有識者特別講義として五⼗嵐太
郎⽒(東北⼤学教授)による講演会「⾒えない震災からリノベーションへ：宮城県美術館と前川國男を考える」が























設を望む。(『河北新報』2020 年 1 ⽉ 27 ⽇) 

























































































の⾒解を⽰し、宿泊税に関しては共通の政策課題として前進もあった。(『河北新報』2020 年 2 ⽉ 1 ⽇) 
2 ⽉ 4 ⽇の定例記者会⾒で、この村井県知事との会議に関して郡市⻑は以下の様に述べる。 





(『河北新報』2020 年 2 ⽉ 5 ⽇) 
公共施設等適正管理推進事業債に⽬がくらんでいる県と村井県知事に対して、仙台市の⽅が遙かに冷静に対
象と距離を取りつつ考えていることがよくわかる。 
































国唯⼀で、利⽤者は年間で延べ約 4000 ⼈に上る。創作室に 18 年間通っているという銅版画家中村由起⼦さん
(仙台市⻘葉区、61 歳)は「⾃由な制作環境はかけがえがない。創作室から巣⽴った作家は多い。もし移転すると
なったら、創作室の精神も受け継がれるのかどうか」と⼼配する。教育事業に⼒を⼊れてきたのも⼤きな特徴だ。
⼩・中学校、⾼校の要請に応じ、ワークショップや美術館探検を⾏っており、2018 年度は約 4700 ⼈が参加した。
特に⼈物のブロンズ像の型の制作などに使う⼤きな塊の粘⼟をこねるワークショップは全国初で、開館当初から
評価が⾼い。「建物を汚してはいけない」と考えられていた当時、先駆的な取り組みとして視察が相次いだ。⽉
1 回の親⼦を対象にした体験プログラムも 15 年度に始めた。県美術館の元教育普及部⻑で彫刻家の斎正弘さん
(岩沼市、68 歳)は、開館準備から携わり「⼀⼈⼀⼈の美意識を育て、世界観を広げるのが美術。教育・作家育成


















(2021 年)2 ⽉ 10 ⽇に村井県知事は、仙台市⻘葉区の県美術館と県⺠会館を宮城野区の仙台医療センター跡地
に集約する案を盛り込んだ県有施設再編⽅針の中間案について、1 ⽉末に締め切った意⾒公募に 221 件が寄せら
れたと明らかにした。 
意⾒は個⼈が 209 件、団体が 4 件。内容は(1)中間案策定の⼿続き(2)県美術館設置の経緯や⽴地環境、⽂化的
価値の評価(3)中間案の具体的内容−の 3 点に関連した指摘が多かった。無記名で寄せられた 8 件は無効になる。 
県は意⾒を踏まえ、年度内に再編⽅針の最終案を有識者懇話会に提⽰する⾒通し。4 ⽉以降に美術関係者や県
⺠を対象に⽅針案を説明する機会を設ける考え。村井県知事は同⽇の定例記者会⾒で「美術館の今後の在り⽅に
ついて、どのように考えているのか聞きたい」と話した。(『河北新報』2020 年 2 ⽉ 11 ⽇) 
⼀⽅、2 ⽉ 12 ⽇の「声の交差点」では、無職・仙台市太⽩区・67 歳・男性が、村井県知事の⼿法が強引であ
り、結論ありきの県政に疑問を感じると批判する47。 
2 ⽉ 12 ⽇には県議会 2 ⽉定例会が開会し、村井県知事は県美術館などの県有施設の再編整備に関して「県⺠
ニーズに配慮し検討を進める」と述べた。 
































も真摯に⽿を傾けて冷静に判断していただきたいと思う。有権者は⾒ている。(『河北新報』2 ⽉ 14 ⽇) 
 
5−15)東北⼤学シンポジウム「公共性と美術館の未来」 

















「現在の県美術館は今後 50 年、100 年持つ。⼤規模地震にも耐え、保全できる」と発⾔した。なおシンポジウム
の報告書は東北⼤学⽇本学国際共同⼤学院の HP にある49。 
翌⽇の河北新報には、『「美術館は記憶の箱」／東北⼤／移転巡り教授ら討論』と題して以下の記事が載った 
仙台市⻘葉区の県美術館と東京エレクトロンホール宮城(県⺠会館)を宮城野区に移転、集約する県⽅針案を












2021 年 2 ⽉ 19 ⽇には仙台市の七つの市⺠団体などが美術館の現地存続を求める 1 万 7773 ⼈分の署名と陳













ことを考慮し、現美術館の継続を検討してほしい」と求めた。(『河北新報』2 ⽉ 21 ⽇) 































分かりやすい形で県⺠に提⽰してほしい」と要望した。(『河北新報』2 ⽉ 20 ⽇、2 ⽉ 21 ⽇) 
「県有施設等の再編に関する基本⽅針(最終案)」の公表を受けての 2 ⽉ 21 ⽇の県議会 2 ⽉定例会での代表
質問で村井県知事は、宮城県美術館移転への反発を踏まえ「時間をかけて考える。現地改修と移転新築の具体
的な⻑所と短所を分かりやすく⽰し、合意形成に努める」と述べた53。 
2 ⽉ 25 ⽇の村井県知事の定例記者会⾒では、県有施設再編整備基本⽅針の最終案も取り上げられた。村井県
知事「結論ありきではなく、移転に反対する⼈に対しても時間をかけて説明していく」と強調した。移転した
場合の現在の建物の利活⽤に関しては、移転が決まっていないとして⾔及を避けた54。 





県議会 2 ⽉定例会⼀般質問で 2 ⽉ 27 ⽇、村井県知事は、美術館を移転すれば現地で改修した場合に⽐べて
県負担が約 60 億円抑えられるとの⾒⽅を⽰した。移転案のコストについて問われた村井県知事は、公共施設の
適正管理に関する国の⽀援制度を説明し、現地改修に⽐べ、移転・集約は国の補助を有利に受けられると強調
した。県によると、建設費を県⺠会館約 200 億円、美術館約 100 億円と想定。両施設を複合化する場合、延べ
床⾯積を現⾏の両施設の合計よりも⼩さくすれば事業費総額のうち 112 億円が交付税措置されると⾒込んだ。






































⽉ 9 ⽇) 
以上である。まさに当該の建築を造り管理した専⾨家のこの意⾒は移転反対の⼤きな理論的根拠となった。 


























建築家は「当たり前の⼿⼊れをすれば今後 50 年、100 年も⼤丈夫」と反論する。事前に⾒解を求めていれば、こ
んな根本のところで⾷い違いは⽣じなかったろう。 
議論する時間は⼗分にある。スタート地点に戻り、専⾨家の意⾒を積み上げた上で熟慮するよう望みたい。
(『河北新報』2020 年 3 ⽉ 15 ⽇) 
 
5−19)東⽇本⼤震災からの県震災復興計画〜2020 年度で国の財政⽀援の終了 










推し進める。しかし⼀⽅、台⾵ 19 号豪⾬復旧費、新型コロナ対策費が予算を圧迫する。(『河北新報』2020 年




このように東⽇本⼤震災があったこと、2021 年にその 10 年を迎えることも間接的に宮城県美術館移転・集




































ある。(『河北新報』2020 年 4 ⽉ 12 ⽇) 


































































県は、「リニューアル基本⽅針」(2018 年 3 ⽉)に沿った現地改修案と移転・集約案の両案の⻑所短所を⽐較
分析する業務を外部に委託することとし、公募型プロポーザル⽅式で委託上限額約 3600 万円として 6 ⽉に候補
者の募集を開始した。7 ⽉中に選考し、結果公表を経て 8 ⽉上旬に契約締結をする。この業者による技術提案
により、県は両案の利点と課題を整理し、年度内に基本構想の策定を⽬指す予定である。 






⽅向性を判断するとすれば数カ⽉しかない。(『河北新報』2020 年 7 ⽉ 8 ⽇) 
さてこの公募型プロポーザル⽅式には複数の応募があった。 
県は本年度内の基本構想策定を⽬指し、7 ⽉ 29 ⽇までに、県は現地改修、移転両案の⻑所短所を分析する業
務の委託候補者に⽇本総合研究所(東京)を選定し、8 ⽉に委託料 3624 万 5000 円で⽇本総研(東京)と正式契約
を交わし調査が始まる。(『河北新報』2020 年 7 ⽉ 30 ⽇) 
 
5−24)オンブズマンの反撃 
このコンサル委託に対して、早速に批判があがった。2020 年 8 ⽉ 24 ⽇の『河北新報』の読者投書欄「声の
交差点」で、無職・仙台市⻘葉区・80 歳・男性が「コンサル委託は税⾦の無駄遣い」と以下のように⾔う。 





許されない。(『河北新報』2020 年 8 ⽉ 24 ⽇) 
このような意⾒を背景に、仙台市⺠オンブズマンが近く、県監査委員に、⺠間企業への業務委託に県が約









とする根拠を得たいがための委託ではないか」と話す。(『河北新報』2020 年 9 ⽉ 23 ⽇) 
これらの意⾒に対して村井県知事は 9 ⽉ 23 ⽇の定例記者会⾒で、委託について「⼀般的な⽅法」と述べ、
問題はないとの認識を⽰した58。 
しかし仙台市⺠オンブズマンは以下のように住⺠監査請求を⾏う。 







年 10 ⽉ 2 ⽇) 
さらに仙台市⺠オンブズマンは以下のように意⾒を陳述する。 
⽇本総研(東京)への業務委託について約 3600 万円の⽀出差し⽌めを求めた住⺠監査請求で、請求⼈の仙台





ンブズは 1 ⽇に監査請求し、県監査委員は 9 ⽇の委員協議で受理することを決めた。請求翌⽇から 60 ⽇の 11












県美術館を巡っては、村井県知事が 11 ⽉ 16 ⽇、移転を断念し、現地改修に⽅針転換する意向を明らかにした。
(『河北新報』2020 年 12 ⽉ 1 ⽇) 
これに対して仙台市⺠オンブズマンは、2020 年 11 ⽉に村井県知事が移転を断念したあとも、仙台地裁に訴
え出るのである。 
宮城県美術館(仙台市⻘葉区)の移転新築を検討した県の構想を巡り、現地改修と移転の両案を分析する⽇本
総研(東京)への業務委託に県が約 3600 万円を⽀出するのは違法だとして、仙台市⺠オンブズマンが今⽉(12 ⽉)
末にも、県を相⼿に村井県知事に⽀出分を返還させるよう求める訴えを、仙台地裁に起こす⽅針を固めたことが









同美術館を巡り、県は本年度中の基本構想策定を⽬指し、8 ⽉に委託料 3624 万 5000 円で⽇本総研と契約を
締結。村井県知事は 11 ⽉、移転を断念し、現地改修に⽅針転換する意向を明らかにした。(『河北新報』2020 年
12 ⽉ 16 ⽇) 
実際に 2020 年 12 ⽉ 25 ⽇に仙台オンブズマンは県を地裁に提訴し費⽤ 3600 万円の返還求めた。 
宮城県美術館(仙台市⻘葉区)の移転新築を検討した県の構想を巡り、現地改修と移転の両案を分析する⽇本
総研(東京)への業務委託に公⾦を⽀出するのは違法だとして、仙台市⺠オンブズマンは 25 ⽇、県を相⼿に、村
井県知事に委託料約 3600 万円を返還させるよう求める訴えを、仙台地裁に起こした。 
訴えなどによると、美術館を移転し、県⺠会館などと集約する⽅針を公表していた県は 8 ⽉、委託料 3624 万






オンブズは 10 ⽉、業務委託への⽀出の差し⽌めを求めて住⺠監査請求し、県監査委員は 11 ⽉、委託の必要




還させるよう求めた訴訟の第 1 回⼝頭弁論が 10 ⽇、仙台地裁であった。県側は請求の棄却を求めた。県側は、
整備⼿法の検討は多⾓的な議論を要するとし「県の限られた⼈員で効率的に検討を進めるには、⾼度の知⾒と
同種の実績を持つ⺠間事業者の活⽤が合理的」と主張。委託契約は妥当と反論した。訴えなどによると美術館



















村井県知事は県議会で、建設規模は県⺠会館 200 億円、新県美術館 100 億円、集約に対する国の助成を活⽤
すると合わせて 60 億円抑制されるとの⾒⽅を⽰した。⼀⽅、県美術館を現地改修した場合、既存部分の改修が
















2020 年 8 ⽉ 27 ⽇に『河北新報』は社説「宮城県美術館の移転／⽬⽴つ粗さ もっと丁寧に」で以下のよう
に述べる。 
多くの反対を受け、県は「美術館と県⺠会館などを集約・複合化する⽅向でさらに検討を進める」と結論を




楽ホールである県⺠会館に 200 億円かかるものの、国の有利な起債制度を活⽤し、112 億円の交付税措置を受
けられるという。川内での改修には 60 億円を要する。仙台医療センター跡地の県⺠会館を加えた 260 億円のう
ち、補助の分は 11 億円にとどまり、県⽀出は 249 億円となる。移転の⽅が改修より約 60 億円抑えられるとい
う説明である。さて、県⺠会館の 200 億円と美術館の 100 億円はどこから出た数字だろうか。 
県震災復興・企画部によると、秋⽥市の秋⽥県・市連携⽂化施設(2021 年 12 ⽉完成予定、207 億円)と、⻘













あと 50 年、100 年は持つ」。学術専⾨的には建築家に分がありそうだ。 
こうした論点について、県は基本構想づくりの中で精査すると⾔うが、要となる⾻格は詰めておくべきだろ

















のホールを有する市交流⽂化芸術センターである。以下、『河北新報』(2020 年 11 ⽉ 11 ⽇)に拠る。 




蔵スペースを除く)の新築。2018 年度の来館者は約 6 万 1000 ⼈で、⼤型巡回展の開催は想定していない。⼀⽅、
宮城県美術館は既存建築の在り⽅が焦点となっており、展⽰観覧者だけで 13 万 8000 ⼈(18 年度)と、規模が⼤
きく異なる。サントミューゼ誕⽣の背景には市⺠からの強い要請があった。これに対し、これからの時代に即し
た美術館のビジョンを巡る議論がほとんど聞かれない宮城県の現状には違和感がある。(『河北新報』2020 年 11
⽉ 11 ⽇) 
⼀⽅、建設財源における国の優遇措置という点では共通点がある。 




ることが可能だ。(『河北新報』2020 年 11 ⽉ 11 ⽇) 
美術館と県⺠会館の移転集約のメリットとして県は「経費削減」と「新しい⽂化芸術の拠点をつくり、集
客の相乗効果を図る」の 2 点を挙げる。前者に関しては上述のように有川幾夫⽒(7 ⽉ 20 ⽇)と河北新報社説(8



































この「県美ネット」は会員は発⾜当時約 50 ⼈だったが、県内外の美術、建築関係者に賛意が広がる 8 ⽉ 26
⽇には 564 ⼈まで増えた。 
県内各地で出前講座を開いて移転計画の問題点を説明したり、建築家や画家を招き、現美術館の価値を再認





局⻑は「⽂化は蓄積して良くなるものである」と述べた。同⽇に加美町、9 ⽉ 2 ⽇に⼤崎市鳴⼦温泉で、その










ていくしかない」と存続活動の重要性を強調した。(以上、『河北新報』2020 年 8 ⽉ 28 ⽇、8 ⽉ 30 ⽇、9 ⽉ 7
⽇、9 ⽉ 22 ⽇) 
宮城県美術館そのものでも、展覧会という美術館の本来の機能を使った運動がなされた。 




す。(『河北新報』2020 年 10 ⽉ 21 ⽇) 
県による市⺠団体への説明会、ヒヤリングに関しても市⺠団体は抗議した。 






















⻑さも計算して作っている。この場所にあるからこそ成⽴する作品」と解説する。1995 年に県が 7000 万円で































年 9 ⽉ 22 ⽇) 

























することなく、今ある美術館で永遠に光を放ち続けてほしい。(『河北新報』2020 年 10 ⽉ 21 ⽇) 
2020 年 10 ⽉ 29 ⽇の「持論時論」欄では、東北⼤⼤学院医学系研究科教授⾍明元⽒は「マアヤン」に関して
以下のように述べる。 
「マアヤン」の落成式は 1995 年 8 ⽉ 6 ⽇に⾏われたが、8 ⽉ 6 ⽇は広島原爆の⽇で 1995 年は原爆投下から






館、仙台市、⽇本」と英⽂で書いている。(『河北新報』2020 年 10 ⽉ 29 ⽇) 
宮城県美術館に環境彫刻がある彫刻家 2 ⽒と佐藤忠良⽒の遺族が移転に反対であることを「宮城県美術館の
現地存続を求める県⺠ネットワーク」は県に伝達した。 










⽉ 30 ⽇) 
以上である。建物と⼀⼼同体の彫刻の存在も、その後建物を救った⼀つの理由となった。 
 
5−31)変化の兆し〜増築なし現地改修とする新たな第 3 案追加 
各⽅⾯からの様々な反論を受けて、県は宮城県美術館の現地改修という選択肢を検討し出す。 
仙台市⻘葉区の県美術館を宮城野区に移転、新築する構想を巡り、県は(2020 年)10 ⽉ 1 ⽇、これまで⽐較検
討の選択肢としてきた①現地での増改築案、②宮城野地区への移転集約新築案(現宮城県美術館は取り壊し)に加
え、③新たに現施設を増築せずに改修のみ⾏う⼿法を第 3 案とする⽅針を明らかにした。(2020 年)年内をめど







合的に判断する」と語った。(『河北新報』2020 年 10 ⽉ 2 ⽇) 
さらに、前述のように 2018 年に「美術館リニューアル基本⽅針」が策定されたが、その会議の構成員有志が、
新たな現地改築案を作成をするように県に要望した。 
(2020 年)10 ⽉ 2 ⽇に、「美術館リニューアル基本⽅針」を策定した会議の構成員有志が、その⽅針を新築移
転と⽐較するのは不適切だとして、新たな現地改修案を作成するよう求める要望書を県に提出した。 
「美術館リニューアル基本⽅針」は会議の結果を受け、2018 年 3 ⽉に県教委が策定した。県美術館を県⺠会
館(⻘葉区)とともに移転、集約する案は、県有施設の再編構想を議論する県の有識者懇話会が、2019 年 11 ⽉に
公表した。 







年 10 ⽉ 3 ⽇) 
これらを踏まえて村井県知事は以下のような意⾒を述べる。 




転新築−を軸に議論が進んできたが、県は 1 ⽇の県議会 9 ⽉定例会で現施設を増築せず改修する第 3 案も検討す
る⽅針を表明した。村井知事は「県⺠の関⼼も⾼い。いろいろな意⾒を聞いて、⼀番いい選択をしたい」と述べ
た。(『河北新報』2020 年 10 ⽉ 6 ⽇) 
続いて県議会でも村井県知事は以下のように答える。 
(2020 年)10 ⽉ 8 ⽇の県議会定例会は⼀般質問の最終⽇を迎え、仙台市⻘葉区の県美術館を宮城野区へ移転新
築する構想で、市⺠団体から現地存続の要請が相次ぐ状況について、村井県知事は「現美術館に深い愛着を持ち、
現地存続を強く求めていると受け⽌める」と⾔及。「多⾓的に分析するとともに、県⺠の意⾒を参考にして総合
的に判断する」と強調した。(『河北新報』2020 年 10 ⽉ 9 ⽇) 





2020 年 11 ⽉ 3 ⽇の社説で『河北新報』は「やまぬ声尊重し歩み寄りを」と題してこれまでの経緯と問題点
を以下のようにまとめる。 
仙台市⻘葉区川内にある宮城県美術館の移転を巡る問題は、11 ⽉から年末にかけてヤマ場を迎える仙台医療


























継いでいく。これでみんな丸く収まるのではないだろうか。(『河北新報』2020 年 11 ⽉ 3 ⽇) 
上記のように、2018 年に「美術館リニューアル基本⽅針」を策定した会議の構成員有志が 2020 年 10 ⽉ 2
⽇に、その⽅針を新築移転と⽐較するのは不適切だとして、新たな現地改修案を作成するよう求める要望書を























突如、2020 年 11 ⽉ 16 ⽇の定例記者会⾒で、村井県知事は「美術館は現地改修する。ただ増築はしない」
と表明し、「財政⾯に⽂化の視点を取り⼊れ、最終判断した」と説明し、移転を断念し現地存続させる⽅針を明
らかにした。県議会 11 ⽉定例会を⽬前にした唐突な決定であった。突如県から発表されたこのニュースは驚き






























結果、筋が通っていると県庁全体で判断した」(『河北新報』2020 年 11 ⽉ 17 ⽇) 
このように村井県知事は、現施設の⽂化的価値を訴える声を受けて翻意したと説明し、「常に素直な⼼で衆
知を集める。(松下)幸之助さんに教わった」(2020 年 11 ⽉ 16 ⽇定例記者会⾒)と松下政経塾で学んだ師の教え
を引き合いに「ボトムアップ」を演出した64。 
これまで⼀般に村井県知事は「ドライなリアリスト。感情論は通じない」65と思われていた。4 ヶ⽉ほど後















■ 費⽤⾯は移転新築優位／宮城県美術館 県のリニューアル 3 案／現建物撤去がネックに 
宮城県美術館(仙台市⻘葉区)を巡り、県は 16 ⽇、⺠間コンサルタントに委託した調査結果を基に、リニュー







間の県負担額はＡ案が 780 億円、Ｂ案が 840 億円、Ｃ案が 770 億円と算出された。 
県は地⽅単独事業ではなく、公共施設の⽼朽化対策に充てられる国の「公共施設等適正管理推進事業債」を
財源に活⽤する⽅針。 
この場合、Ａ案は 3 施設の建設費約 330 億円を対象に起債でき、130 億円の地⽅交付税措置も⾒込める。県
負担額は 650 億円まで圧縮されるが、現美術館の撤去や譲渡、転⽤が必要となる。 
別の 2 案での起債可能なのは増築(60 億円)と改修(30 億円)に限られる。交付税措置率もＡ案より低く、県負




⽯線宮城野原駅がある交通の利便性が認められた。(『河北新報』2020 年 11 ⽉ 17 ⽇)(本⽂中下線筆者) 
建築のリニューアルのみに関わる費⽤⾯では、問題となっていた②移転新築案が優位にあったが、現在の宮
城県美術館の撤去費⽤がネックとなった。前川國男建築の⽂化財的価値も考慮されたのである。なおこの詳細
は後述のように県による 11 ⽉ 28 ⽇の県⺠説明会で説明された。 
















2020 年 11 ⽉ 17 ⽇) 
なお、この宮城県美術館移転断念と、県⺠会館とみやぎ NPO プラザは当初の予定通り、同区の仙台医療セン










会の 2 常任委員会で 20 ⽇、最終判断に⾄ったいきさつや将来の財政負担について説明責任を果たすよう求める
発⾔が相次いだ。 
⽂教警察委では、複数の議員が政策決定プロセスの不透明さを指摘。県教委が現地での増築改修案を策定し









報』2020 年 11 ⽉ 21 ⽇) 
2020 年 12 ⽉ 4 ⽇の定例総会では以下の議論がなされた。 











新報』2020 年 12 ⽉ 5 ⽇) 
6−2−2)移転断念への反応〜仙台市「市⺠、県⺠の思いが伝わった」 

















⻑は「多くの⼈が集まれる温かい場所にしてほしい」と期待した。(『河北新報』2020 年 11 ⽉ 17 ⽇) 
6−2−4)移転断念への反応〜⽂化遺産を護った市⺠や学識経験者の活動 











































■ 現地存続決定 県美術館／「リスクある⽴地 移転不要だった」／仙台で専⾨家シンポ 
現地存続が決まった県美術館の⽴地環境について専⾨家らが意⾒を交わすシンポジウム「崖の上の美術館 






の事例を挙げ、作品と建物、周辺環境の調和の重要性を強調した。(『河北新報』2020 年 11 ⽉ 23 ⽇) 
2020 年 11 ⽉ 26 ⽇には県と東北⼤学関係者による有志の会の意⾒交換会が開かれた。 
仙台市宮城野区への移転集約から⼀転、現地存続が決まった県美術館(⻘葉区)について、東北⼤関係者でつく



















県は、A 案「美術館・県⺠会館・NPO プラザを移転集約」、B 案「美術館は現地改修(増築)＋県⺠会館・NPO
プラザは移転集約」に加えて、「⽂化的視点」と「⾏政経営的視点」の両⽴の観点から新たな⽅向性として C 案
「美術館は現地改修(増築なし)＋県⺠会館・NPO プラザは移転集約」を追加検討した。2019 年 11 ⽉に提案さ
れたこのＡ案の場合、現在の宮城県美術館は「除却(機能廃⽌)」となる。Ｂ案の場合、美術館は「美術館リニュ
ーアル基本⽅針に基づき整備」される。Ｃ案の場合、美術館は「増築はせずに、美術館リニューアル基本⽅針を
尊重の上、整備内容を⾒直し」される。(スライド 1，2 参照) 
美術館全体の⾯積は、Ａ案の新築美術館では約 14,500 ㎡で現在よりも約 600 ㎡減となる。Ｂ案の既存に増築




なお移転先の新県⺠会館にも県⺠ギャラリーを併設する。)(スライド 3 参照) 
ライフサイクルコスト(イニシャルコスト、整備後 30 年間のランニングコスト、⼤規模修繕費等)を各案ごと
に⽐較する。地⽅単独事業としての⼀般的事業債を活⽤した場合の事業費総額(30 年間負担額)は、Ａ案(移転集





















Ａ案 650 億円、Ｂ案 830 億円、Ｃ案 760 億円で、県の財政負担はＡ案が最⼩であるが、この事業債の活⽤条件
として現在の宮城県美術館の除却(機能転⽤、譲渡、撤去)が必要となる。(スライド 4 参照) 
美術館の建物及び⽴地を⽐較する。Ａ案の場合、新美術館は仙台駅東側エリアの発展に寄与するが、現美術館
「除却」となるので前川國男建築等に係わる取扱について課題が残る。Ｂ案Ｃ案の場合、現美術館の建物や⽴地













要」である。Ｂ案Ｃ案は地震・⽔害のリスクに強い⽴地環境である。(スライド 7 参照) 
以上から、Ａ案は課題に抜本的に対応し⼤幅な機能刷新・⾼度化が期待できる。美術館増築のＢ案は機能が⼤
きく向上する。美術館は増築はしないで展⽰・収蔵⾯積確保等の課題に対応するＣ案は現状よりも機能は向上す
る。上述のようにライフサイクルコストは、A 案は 780 億円で、Ｂ案は 840 億円(適正化債活⽤で 830 億円)と割
⾼で、Ｃ案が地⽅単独で 770 億円(適正化債活⽤で 760 億円)と最も安い。Ａ案は、国の公共施設等適正管理推進
事業債(適正化債)を活⽤すれば 650 億円と最⼩となるが、現美術館は「除却」する必要がある。(スライド 8 参
照) 
結論として、「現美術館の建物等の維持・継承」をポイントとして、Ｃ案を採⽤し、美術館は現地改修(増築な












2020 年 11 ⽉ 29 ⽇) 
繰り返しになるが、Ａ案の宮城県美術館の移転集約新築の 650 億円(国の適正化債を活⽤)よりも、110 億円ほ






『河北新報』(2020 年 11 ⽉ 18 ⽇(上)、19 ⽇(下))は「急転 宮城県美術館 現地存続へ」と題して早速これま
での経緯を以下のようにまとめる。 




■ 県知事 当初は⾃信 


































■ (下)⽣かす／愛着 反対のうねりに 
■ 講座参加 1000 ⼈超 
「県はあくまで経済優先だ。価値ある⽂化芸術は県⺠で話し合って決めなければいけない」。10 ⽉ 31 ⽇、市
⺠団体「宮城県美術館の現地存続を求める県⺠ネットワーク(県美ネット)」が登⽶市内で開いた出前講座。早
坂貞彦共同代表が呼び掛けると、受講者約 50 ⼈から拍⼿が起きた。県美術館(仙台市⻘葉区)の移転の論点や建



































上がり、現地存続を求める活動が⾏われてきました。宮城県美ネットは 7 ⽉ 21 ⽇に設⽴されました。それまで
個々に活動してきた県⺠や学術・芸術関係者、市⺠活動者らさまざまな⼈たちが緩やかにつながり、「現地存続」










だと思いました。(NPO 法⼈せんだい・みやぎ NPO センター 菅野祥⼦)(『河北新報』2020 年 12 ⽉ 21 ⽇) 
東北⼤名誉教授野家啓⼀⽒、作家森まゆみ⽒、⼗和⽥市現代美術館館⻑鷲⽥めるろ⽒による「⽂化と⾏政の






































鷲⽥ 今まで三つの美術館に勤めた。東京・世⽥⾕美術館で⾮常勤学芸員、1999 年に⾦沢に⾏き、2004 年



































鷲⽥ 美術館の教育普及活動は 80 年代、市⺠の創作の場を作ることが柱だった。90 年代末以降は美術鑑賞
をサポートする鑑賞教育が重視された。ニューヨーク近代美術館(MOMA)からもたらされた流れだ。今は鑑賞
教育が中⼼だが、反省もある。創作とのバランスが求められており、県美術館の活動は重要だ。教育普及の第 1
世代が創作、第 2 世代が鑑賞教育とすれば、第 3 世代をどう打ち⽴てるかが問われる。(以上『河北新報』2020
年 12 ⽉ 1 ⽇) 









や責任を問う声が噴出し、会は 3 時間に及んだ。 
ある参加者は「パブリックコメントや市⺠の動きを⾒て、県内部で移転を取りやめる声は上がらなかったの
か」と疑問視した。移転、存続の 2 案を分析する業務委託費を取り上げ「この程度の分析で 3600 万円もかかっ
たのか」と追及する⼈もいた。 
構想の浮上以降の説明不⾜も⽬⽴った。県はタウンミーティングなど対話の場を設けなかった。ようやく開
















側「せんだい⻘葉⼭交流広場」を最有⼒に検討していることが(2020 年 11 ⽉)29 ⽇、複数の関係者への取材で
分かった。郡市⻑の最終判断に向け、詰めの調整に⼊った。現地存続が決まった宮城県美術館などがある⽂教




北新報』2020 年 12 ⽉ 1 ⽇) 
本件に関しては結局は県と市の⾏政の間でも、めでたしめでたしとなるようである。 
 
8−2)今後〜宮城県美術館の現地改修と県⺠会館とみやぎ NPO プラザの移転集約 
2021 年 1 ⽉ 21 ⽇には、現地改修となった宮城県美術館の今後の指針が県教育委員会によって以下のように
公表された。 





 1 階の展⽰室は配置を換えず装いを新たにし、現図書室は情報・交流ラウンジへの転⽤を想定。地下 1 階の
現県⺠ギャラリーは展⽰・保管スペースに変更し、収蔵品の安全管理、コレクションの充実に役⽴てる。 
 委員会では、建物の仕様などで利⽤者の声を反映するよう求める意⾒が出た。県教委の担当者は「県⺠と協






収蔵品の保管に転⽤する。2018 年 3 ⽉に有識者がまとめたリニューアル基本⽅針は、「外から⾒える収蔵庫」
をうたった。県は、ガラス張りかどうかは未定とし、「魅⼒ある展⽰の⼿法を検討」という表現にとどめてい
る。新年度に設計、2 年間の改修⼯事を経て 2025 年度内のオープンを予定している。事業費は 30 億円。(『河





⾒通しについて、2021 年 3 ⽉ 16 ⽇に以下のことがわかった。 
県⺠会館とみやぎ NPO プラザを仙台医療センター跡地に移転集約する新施設について、県が整備する場合
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